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本日の内容

１．再生可能エネルギーの動向

２．バイオ燃料の事業化のポイント

３．先進的な事例紹介

４．合同会社バイオガス・ネット・ジャパンの展望

５．バイオガス普及に向けた提言
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１．化石燃料の高騰

 2001年以降、断続的に原油の高騰が進む。（2010年度にオイルピークという説）

 中国を中心とした、BRICs諸国等におけるエネルギー需要が急増する。

 国内の多くの燃料会社は、2010年度に長期契約の契約更新時期を迎える。

2001年度から上昇傾向

再上昇
する？
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２．京都議定書の発効

百万t CO2

1990年度
(基準年)

1,261

1,364
(基準年比+8.1%)

1,186
(基準年比▲6.0%)

1,355
(基準年比+7.4%)

2004年度 2005年度 2010年度
（日本の京都議定書目標達成計画）

日本の温室効果ガス排出量

森林吸収源対策3.8%
京都メカニズム1.6%

8.7%の排出削減が必要
（うち、2.3%は原子力発電所の長期停止による

排出量増加分と試算）

※京都議定書の第1約束期間は2008年～2012年

 2008年から2012年までを第一約束期間として、1990年比6%の削減する。

 現時点までに1990年に比べ8.1％増加している。（京都議定書を達成させるために、
14%程度の削減を行う必要がある）
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３．世界はポスト京都

 世界各国は、ポスト京都に向けて動きを加速している。

①EU

 ２０２０年までに９０年対比▲２０％。先進国は▲３０％

 ノルウェーは２０５０年までにカーボンニュートラル

②アメリカの州

 ２０２０年までに０６年対比▲２５％。

③中国

 ２０１０年までに０６年対比GDP当たりエネルギー消費▲２０％

④日本

 京都議定書第一約束期間はプラススタート

 ２０５０年までに温室効果ガス半減は具体策なし
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４．日本の再生可能エネルギーの動き

 各省庁で政策件数が増加

①「Cool Earth-エネルギー革新技術計画」 （経済産業省／2008年3月）

 技術開発のロードマップを規定（セルロース系バイオマスからのエタノール製造コス
トの低減など）

②「低炭素社会・日本」をめざして （福田ビジョン／2008年6月）

 世界全体の排出量を２０５０年までに半減

③バイオ燃料技術革新計画 （経済産業省／2008年3月）

 バイオ燃料の技術ロードマップなど

④農林漁業バイオ燃料法（「農林漁業有機物資源のバイオ燃料の原材料として

の利用の促進に関する法律」）成立 （2008年5月）

 ガソリン税の軽減、固定資産税の減免など
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５．バイオ燃料への期待

 バイオ燃料としては、動脈・静脈に大別できる。

①動脈バイオエネルギー

 食料などとの競合になるバイオエタノールなど。

 国際エネルギー商品として日本のバイオエタノール、バイオディーゼルが競争力を
持つのは困難。収入としての期待度も低い。

 エネルギー作物の大幅導入には環境面での問題も指摘される。（耕地丌足）

⇒エネルギー作物事業を成立させるには日本型の事業モデルが必要

②静脈バイオエネルギー

 廃棄物系のセルロース、廃油からのBDF、バイオガスなど

 動脈バイオエネルギーと同等の腑存量がある。

 国際競争に巻き込まれる可能性が尐ない。

 環境保全政策との相乗効果も期待できる。

 日本の競争力を活かすことができる（技術、社会システム）。
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６．動脈バイオは劣勢

 投資家から見た場合、バイオエタノールは事業リスクが高い。

 事業用地の確保、食料との競合問題（食料自給率が40%）、担い手問題など

 菜種からエタノールを栽培した場合の見込み収入は、約18万円/haという試算もある。

⇒肥沃な大地にわざわざ資源作物を植える必要があるのか

【投資価値】

＝（耕地面積）

×{（バイオ燃料による単位面積当たり収益）

－（現状の単位面積当たり収益）}

―（必要な投資額）

①日本には広大な用地が少
ない

②バイオ燃料の単位面積あた
り収益は少ない

③日本の農業の単位面積あ
たり収益は多い

④日本の土地は高い
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７．「地産地消」が原則

 エネルギー密度が低いエネルギーとの理解

 石油はエネルギー密度が高いため、海外からの輸送が可能。

 一方で、バイオマスはエネルギー密度が低いため、地域での消費を前提とする。

⇒化石燃料と同様なエネルギー消費形態を改める

輸
送
距
離

エネルギー密度（KCal／Kｇ）

km

事業収支

廃棄物

廃棄物の
輸送限界

木質チップ

石油

エネルギー
転換の方向
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８．静脈バイオを狙え

 静脈バイオの利点

①食料との競合になりづらい

②供給量が安定している。

③バイオマス（廃棄物）の収集ルートが確立されている。

 新たな収集ルートを確保する必要がなく、既存の廃棄物回収ルートを活用できる。

④ダブルインカム

 処理委託費とバイオ燃料の販売収益

⑤既存インフラが活用できる

 下水処理場、廃棄物処理プラントなどの活用

⑥他省庁からの補助金も期待できる

 廃棄物処理としての位置づけ

⑦複合バイオマスの受け入れができる。



Copyright 2003-2006, Japan Research Institute, Limited. All Rights Reserved. 102009/3/29

９．バイオガスの特徴①

 エネルギー回収効率
 バイオガスは、バイオディーゼルやエタノールの約４倍のエネルギー回収率を有する。
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９．バイオガスの特徴②

 ハイブリッド

 メタン発酵は全てのバイオ燃料の最下流に存在する。

（例えば、BDFの残渣であるグリセリンもメタン発酵により処理される。）

 ベースバイオマスが存在すると、地域の廃棄物をバイオガスプラントに受け入れるこ
とができる。（地域の肥溜めのような位置づけ）

処理場

家畜

工場

地域バイオマス
バイオ発酵

・農業廃棄物

・水産廃棄物

・木質廃棄物

・少量エネルギー作物 等

事業収益インセンティブ

インフラ

ベースバイオマス

～

～ ～

～

～ ～～

～

バイオガス



Copyright 2003-2006, Japan Research Institute, Limited. All Rights Reserved. 122009/3/29

９．バイオガスの特徴③

 ガス精製による幅広い利用

 バイオガスの場合、硫化水素、二酸化炭素、水分の除去が用途拡大には必須。

 ガス精製技術の登場により、汎用消費機器での利用のほか、自動車燃料などの用
途が拡大した。

BGP
バイ
オガ
ス

ガス精製

圧縮機

ガス消費機器

（13A仕様）

バイオガス専用機器

（コジェネ、ボイラー等）

容 器
外部需要家

…オンサイト発電

（従来型）

…オンサイトでの高度利用

…輸送用燃料での利用

…外部需要家での利用

C N G 車

バイオガス燃料

の供給事業

未精製ガス

■バイオネットのコンセプト

http://www.dex.ne.jp/mantan/search/std2_search_preview.jhtml?start=25&lastServiceTime=1090553621062&number=25
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９．バイオガスの特徴④

 地域コミュニティーとの連携

 鹿児島県垂水市では、養豚農家の糞尿処理のためにバイオガスプラントを整備した。

 バイオガスプラントには、地域の問題となっている焼酎かすを併せて処理する。

 バイオガスは精製したのち、ボンベ詰めして市内の商業施設にて利用する。

圧縮機精製機

バイオガス
ボイラ ボンベ容器

加温利用

大気

放出

≪精製、圧縮システム≫

100m3/日程度

発酵槽

ガスバック

≪バイオガス施設≫

≪地域のLPG配送網≫

≪需要家≫

空気LPG

バイオガス

（トラック輸送）

制御システム

データの一元管理

情報の流れ

通常時
ボイラ

非常時

レストラン
など

地域の廃棄物

地域の廃棄物
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９．バイオガスの特徴⑤

 農業基盤の中の位置づけ

 エネルギーのみならず、肥料、飼料の高騰

 地域での自給率を高め、持続的な農業づくり

 サステーナブルインフラの整備

家畜
糞尿

田畑

農作物
残渣

温室

家庭 食品工場

食品残渣

農作物

バイオエネルギーの
農業利用

堆肥・液肥利用
・品質検討

・散布方法検討

国産飼料の供給
・遊休農地、裏作
利用の検討

・食品残渣利用の
検討

種苗技術の導入

農機具の改良、
有効利用

サステイナブル
リソースプロバイダ

飼料
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 新たな資源供給の可能性

 北海道以外でも消化液の利用事例が増加

 熊本県山鹿市では、水田利用、その他、畑利用などが進む。

 大木町など普通肥料などの登録事例も存在する。

９．バイオガスの特徴⑥

事
業
場
毎
の
届
け
出

大臣の指定する肥料
（米ぬか、堆肥など46種類）

登録肥料
（公定規格（注）が定められているもの）
例：硫安、化成肥料など

仮登録肥料
（公定規格が定められていないもの）

指定配合肥料
（登録を受けた普通肥料を原料として配
合した肥料）
例：硫安、化成肥料等を配合したものなど

特
殊
肥
料

普
通
肥
料

肥
料

表示の添付
（堆肥など）

表示制度の
対象外
（魚かすなど）

保
証
票
の
添
付

農
業
者
な
ど
消
費
者

肥料の区分 生産・輸入 販売

（注）公定規格：含有すべき主成分（窒素、りん酸、加里など）の最小量・最大量、含有が許される有害成分の最大量などを規定

図表４ 肥料の品質保全のしくみ
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１０．バイオガス供給の実証プロジェクト①
 アレフプロジェクト （環境省 地球温暖化対策ﾋﾞｼﾞﾈｽﾓﾃﾞﾙ起業支援事業）

 北海道千歳市内の酪農家から恵庭市内の株式会社アレフのハンバーグ工場まで
のガス供給事業

圧縮機精製機

バイオガスボイラ

ボンベ容器
（カードル）

加温利用

≪精製、圧縮システム≫

発酵槽発酵槽

ガスバック

≪既存バイオガスプラント≫

≪熱利用システム≫

精製ガス

緊急対応

（トラック輸送） ボイラ

LPG＋空気

100m3/日

アレフ食品工場

消化液利用（ほ場）
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圧縮充填装置ガス精製装置糞尿投入口

１０．バイオガス供給の実証プロジェクト②
 垂水プロジェクト（NEDO 地域ﾊﾞｲｵﾏｽ熱利用ﾌｨｰﾙﾄﾞﾃｽﾄ事業）

 鹿児島県垂水市内の養豚農家から垂水市内の道の駅（温浴施設、複合ショッピ
ングセンター）までのガス供給事業

圧縮機精製機

バイオガスボイラ

ボンベ容器
（カードル）

加温利用

≪精製、圧縮システム≫

発酵槽発酵槽

ガスバック

≪バイオガスプラント≫

≪熱利用システム≫

精製ガス

緊急対応

（トラック輸送） コジェネ

灯油ボイラ

200m3/日

垂水道の駅

消化液利用（水稲、畑作など予定）
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１１．実験事業の概要
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１２．実験プラントのご紹介① バイオガスプラント （精製・圧縮設備）

ガスバッグ1

糞尿投入口
ガス精製装置 ガス圧縮機

ガスバッグ2

ガスバッグ1

ガスバッグ2

消化液処理
実験プラント
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１２．実験プラントのご紹介② バイオガスプラント内部

原料投入部 固形残渣
原料移送ポンプ

発酵槽撹拌機

消化液排出ポンプ
各制御盤及びデータロガー装置
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１２．実験プラントのご紹介③ バイオガス精製設備

VPSAガス精製設備 設置状況

原料ガス
タンク

排気ガス
タンク

精製ガス
タンク

A,B吸着塔
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１２．実験プラントのご紹介④ ガス圧縮・貯蔵設備

ガス圧縮機 搬送用カードル

カードル搬出状況
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１２．実験プラントのご紹介⑤ ガス搬送・精製ガス利用設備

カードル搬入状況 カードル設置状況

コージェネレーション設備
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１３．合同会社BNJの概要①

 ミッション

 ごみ処理施設、下水処理場、食品工場、畜産農家などを

ネットワークし、静脈系のバイオガスの供給基地を作る。

 静脈系のバイオガスの利用拡大により、地球温暖化、化石燃料の高騰への解決
へ貢献する。

⇒社名；合同会社バイオガス・ネット・ジャパン（ＢＮＪ）

畜産農家

マネジメント

会社

情報
管理

畜産農家 畜産農家
下水処
理場

食品工場
（給食セン
ター）

畜産農家

バ
イ
オ
ガ
ス

消
化
ガ
ス

バイオガス施設の 設
置・メンテナンス

需要家
（工場、病院、公共施設など）

需給状況の把握

バ
イ
オ
ガ
ス

①発生源に小型バ
イオガス精製機

②バイオガスの供
給ネットワーク

③幅広い需
要家
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BGP
バイ
オガ
ス

バイオガス専用機器

（コジェネ、ボイラー等）
…オンサイト発電

（従来型）
未精製ガス

 活動フィールド

 ごみ処理施設、下水処理場、食品工場、畜産農家

×

 オンサイト高度利用、輸送用燃料利用、ボンベ供給など

ガス精製

圧縮機
容 器

外部需要家

…①発生源での利用

…②天然ガス自動車での

利用

天然ガス
自 動 車

バイオガス燃料

の供給事業

未精製ガス

導 管

汎用ガス消
費 機 器

１３．合同会社BNJの概要②

http://www.dex.ne.jp/mantan/search/std2_search_preview.jhtml?start=25&lastServiceTime=1090553621062&number=25
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１４．バイオガス供給事業のコストターゲット

 目指すべきコストターゲット

 LNGの供給原価と収益構造を参考にコスト目標を設定

 事業性を確保するためのガス単価により、各装置の開発目標を設定

■LNG

港

発生源

輸送（容器含む） 需要家

港付き価格
約40円/m3

輸送コスト
約20円/m3

販売価格
約70円/m3

利益
約10円/m3

輸送（容器含む）
需要家
（民生業務）

■バイオガス

精製 圧縮

利益
約10円/m3

輸送用燃料利用

都市ガス会社

買取価格
約40円/m3

輸送コスト
約20円/m3

販売価格
約70～100円/m3

販売価格
約60円/m3

利益
約30～60円/m3

利益
約10円/m3

工事費
等

工事費
等

■輸送用

■導管供給



Copyright 2003-2006, Japan Research Institute, Limited. All Rights Reserved. 272009/3/29

１５-1．都市ガス導管の利用①

 ガス事業とバイオガス利用

(社）日本ガス協会 エネルギー利用多角化推進委員会 資料(2007.3.16)

ＬＮＧ
タンカー
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１５-２．都市ガス導管の利用②

 バイオガス発生施設においてバイオガスを精製･熱量調整・付臭の上、近くの
ガス導管に受け入れ、都市ガスとして利用する。

 大手ガス事業者（東京ガス、東邦ガス、大阪ガス、西部ガス）がガス導管へ受け入
れ、購入する制度を公表。

購入条件概要（東京ガス）

①高圧導管または中圧導管で受入可能であること

②性状および圧力が東京ガスの供給するガスと同等であること

③購入量等の受入条件が、導管能力の範囲内であること

（所定の性状まで加工するための費用や、導管受入に伴い必要となる設備はバイオガス
の購入を依頼される方の負担）

④購入価格（購入するバイオガス量と同規模の需要におけるガス販売価格相当を目安と
する）
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１５-３．都市ガス導管の利用③

項 目 基準値 備 考

標準熱量 （１３Ａ） ４５ＭＪ／ｍ３ ガス事業法の熱量の定義による

（月間平均値・総発熱量ベース）

総発熱量 （１３Ａ） ４４．２０～４６．００ＭＪ／ｍ３ 瞬間値

ウォッベ指数 （１３Ａ） ５２．７～５７．８ 成分含有率（ｖｏｌ％）より、計算により算出する。計
算方法はガス事業法による燃焼速度 （１３Ａ） ３５～４７

比重 １．０未満

硫化水素 ０．００ｇ／ｍ３

全硫黄 ０．００ｇ／ｍ３ 付臭剤中の硫黄分は除く

アンモニア 検出せず

付臭剤濃度 ８．０～１２．０ｍｇ／ｍ３ 原則として当社と同一の付臭剤を使用する

水素 ５．０ｖｏｌ％以下

一酸化炭素 ０．０５ｖｏｌ％以下

受入圧力 受入地点の導管運用上の最高圧力
以下であること

流量制御弁の上流でバイオガスの受渡しに十分な
圧力を有すること

受入温度 ５～３０℃

以下の項目については、ガス製造方法の違い等による差異が大きいため、個別に協議させていただきます。
・酸素
・窒素
・二酸化炭素
・ガスのノッキング性
・炭化水素露点
・水分
・その他の微量成分（油分、微量元素：Ｖ,Ｐｂ,Ｃｌ等、ジエン類,有害成分；ベンゼン,トルエン等）

（出典：東京ガスＨＰ）

 東京地区他 （４５ＭＪ地区）
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１５-４．ＣＮＧへの供給

 バイオ天然ガス化設備外観

（出典：株式会社神鋼環境ソリューション資料より）
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１５-５．高効率な輸送方法

 輸送効率の向上⇒システム全体の低コスト化

 吸蔵容器（低圧吸蔵容器）

 FRP容器（軽量型の高圧軽量容器）

 物量管理システムの検討

≪低圧（１Mpa未満）

の吸蔵容器≫

鋼板製 活性炭

1MPa未満

CH4

CH4CH4CH4

CH4

CH4
CH4CH4

CH4

CH4

吸着材骨格

細孔

≪高圧（35Mpa）でかつ軽量容器≫

•１Mpa未満にて60～100倍程度の貯蔵能力
①低圧での貯蔵により、有資格者が丌要
②圧縮の電力消費量を軽減

•FRP（強化プラスティック製）の高圧容器（35Mpa）
①FRPにより、容器重量が約1/8

②車両による牽引が可能
③輸送効率が16倍程度に向上

•鉄鋼製のボンベ（15～20Mpa）では、
①（容器が重く）輸送コストが高い
②（圧縮のための）有資格者や電力消費量が大きい
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１６．合同会社BNJの展望①

 ３つの拠点からの事業領域の拡大

①北海道⇒牛×ボンベ輸送

②関東 ⇒下水、廃棄物×CNG利用、ボンベ輸送

③南九州⇒豚×ボンベ輸送

バイオガスステーション

下水汚泥

牛糞尿

豚糞尿

ボンベ輸送

ボンベ輸送

ボンベ輸送

≪アレフプロジェクト≫
概要：畜産廃棄物及び食品廃棄
物から発生したバイオガスをハン
バーグ工場にて利用

≪垂水プロジェクト≫
概要：養豚農家から発生するバイオ
ガスを道の駅の温浴施設にて利用

≪Ａプロジェクト≫
概要：産廃処理施設から発生
するバイオガスをＣＮＧ自動車
にて利用

生ゴミ

http://www.dex.ne.jp/mantan/search/std2_search_preview.jhtml?start=4&lastServiceTime=1060047148164&number=1
http://www.dex.ne.jp/mantan/search/std2_search_preview.jhtml?start=4&lastServiceTime=1060047148164&number=1
http://www.dex.ne.jp/mantan/search/std2_search_preview.jhtml?start=4&lastServiceTime=1060047148164&number=1
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１６．合同会社BNJの展望②

2008年度 2009年度 2010年度 2011年度 2015年度

流通量（万ｋｌ）

・・・

バイオガス販売
事業

LLC
200

100

50

アレフ
100m3/日

容器開発
システムコストの

低減

研究開発

株式会社

オンサイト高度利用

垂水
300m3/日

輸送用燃料利用
事業

バイオガス流通量
5万kl/年※

※精製ガス：約15万m3/日
CO2排出削減量：約9.2万トン/年

※精製ガス：約90万m3/日
CO2排出削減量：約55.2万トン/年

バイオガス流通量
30万kl/年※

■重油換算

※1l≒9,250kcal    

≒1m3・精製ｶﾞｽ

 LLCからの速やかな事業化

 LLC：最大3ヵ年、2010年度から株式会社を目指す

 2015年度に230億円の市場創出（ガス販売、機器供給、メンテナンスなど）

A
3,000m3/日

B
100m3/日
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 化石燃料依存から脱却し、地産地消型の精製バイオガスを流通させることで、
地域のエネルギーの自立性を高める。

 食品工場の残渣、畜産農家の廃棄物、オフィスのし尿、下水処理場の汚泥、ごみ
処理場の生ごみなど、あらゆるバイオマスを精製バイオガスとして流通させる。

 都市ガスは、バイオガスのバックアップとして地域のエネルギー需要を補完する。

豚糞尿

天然ガスステーション

牛糞尿

学校

工場有機性廃棄物

家

下水汚泥

生ゴミ

精製バイオガス

LNG

精製バイオガス

精製バイオガス

広域ガス配管

精製バイオガス

精製バ
イオガス

精製バ
イオガス

精製バ
イオガス

都市ガスによるバック
アップ

精製バイオガス

精製バイ
オガス

自己消費

自己消費

余剰精製
バイオガス

余剰精製
バイオガス

自己消費

自己消費

ボンベ輸送 ネットワーク

発酵槽

発酵槽

発酵槽

発酵槽

余剰精製
バイオガス

発酵槽

ビル

１６．合同会社BNJの展望③

http://www.dex.ne.jp/mantan/search/std2_search_preview.jhtml?start=4&lastServiceTime=1060047148164&number=1
http://www.dex.ne.jp/mantan/search/std2_search_preview.jhtml?start=4&lastServiceTime=1060047148164&number=1
http://www.dex.ne.jp/mantan/search/std2_search_preview.jhtml?start=4&lastServiceTime=1060047148164&number=1
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１７．バイオガスの普及に向けた提言

 既存インフラとの連携
①下水処理場、集落排水などの既存インフラを活用

②既存消費機器での利用（バックアップシステムなど）

③CNG利用の場合は、バイフューエル（CNG＋ガソリン）の導入

④導管の利便性の向上

 環境政策との連携
①畜産排泄物の適正処理

②一般廃棄物では、バイオガス化は国内標準（京都市、防府市の例など）

 地域との連携
① バイオガスのみならず、肥料、飼料の自給率の向上

② 消化液などを活用したセミプレミアム農産物での付加価値化
（一次産業との連携）

③ 地域資源を利用するコミュニティーづくり
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（参考）合同会社BNJの会社概要

項目 内容

（１）商号 合同会社バイオガス・ネット・ジャパン

（２）設立年月日 2008年1月16日

（３）代表社員 兼松株式会社

（４）資本金 110万円

（５）出資比率 兼松株式会社
株式会社オリエントジオサービス
株式会社市川環境エンジニアリング
出光興産株式会社
吸着技術工業株式会社
ダイダン株式会社
東京ガス・エンジニアリング株式会社
テスコ株式会社
日本ガス株式会社
株式会社日本総合研究所
株式会社ファーストエスコ （各9.1％）


